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資 料 １ 



議員提出第１号議案 
 
 大阪府内の地方議会における府民の政治参画の推進に関する条例

制定の件 
 
 大阪府内の地方議会における府民の政治参画の推進に関する条例

を次のように定める。 
 
 



大
阪
府
条
例
第 

 
 

号 

 
 

 

大
阪
府
内
の
地
方
議
会
に
お
け
る
府
民
の
政
治
参
画
の
推
進
に
関
す
る
条
例 

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
、
政
治
に
多
様
な
民
意
を
反
映
さ
せ
る
観
点

か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
諸
外
国
で
は
政
治
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画
が
進
ん
で
い
る
が
、

我
が
国
で
は
い
ま
だ
政
治
の
場
に
女
性
の
数
は
少
な
く
、
諸
外
国
と
の
格
差
は
広
が
る
ば
か
り

で
あ
る
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
性
別
を
問
わ
ず
立
候
補
や
議
員
活
動
等
を
し
や
す
い
環
境
整
備
等
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
、
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年

法
律
第
二
十
八
号
）
が
改
正
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
の
実
態
調
査
に
お
い
て
、
様
々
な
形
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
が
、
公
平
な
政
治
参
画
へ
の
機
会
を
阻
害
し
て
い
る
実
態
が
示
さ
れ
た
。 

と
り
わ
け
地
方
議
会
に
と
っ
て
は
、
政
治
に
多
様
な
民
意
を
反
映
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
公
平

な
政
治
参
画
へ
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
早
期
の
環
境
整
備
が
必
要

で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
理
解
の
下
に
、
府
内
全
て
の
地
方
議
会
に
関
す
る
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

又
は
議
員
若
し
く
は
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
し
、
府
内
の

地
方
議
会
に
お
け
る
府
民
の
政
治
参
画
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
の
条
例
を
制
定
す

る
。 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
政
治
分
野
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
趣
旨
等
を
踏
ま
え
、
府
内
全
て
の
地
方
議
会

に
関
す
る
議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
又
は
議
員
若
し
く
は
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に

対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
以
下
「
府
内
の
地
方
議
会
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）

を
根
絶
す
る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
府
内
の
地
方
議
会
に
お
け
る
府
民
の
政
治
参
画
の
推
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。 

一 

議
会
、
職
場
又
は
地
域
に
お
け
る
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
、
議

会
活
動
、
議
員
活
動
又
は
選
挙
活
動
（
準
備
活
動
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
政
治
活
動
（
以

下
「
政
治
活
動
等
」
と
い
う
。
）
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
、
当
該
言
動
の
相
手

と
さ
れ
た
者
（
以
下
「
相
手
方
」
と
い
う
。
）
の
政
治
活
動
等
の
環
境
を
害
す
る
も
の 

二 

政
治
活
動
等
に
お
け
る
性
的
な
言
動
で
あ
っ
て
、
相
手
方
が
そ
の
対
応
に
よ
り
政
治
活

動
等
に
お
い
て
不
利
益
を
受
け
る
等
、
相
手
方
の
政
治
活
動
等
の
環
境
を
害
す
る
も
の 

三 

政
治
活
動
等
に
お
け
る
妊
娠
又
は
出
産
に
関
す
る
言
動
で
あ
っ
て
、
相
手
方
の
政
治
活

動
等
の
環
境
を
害
す
る
も
の 

四 

そ
の
他
前
各
号
に
類
す
る
相
手
方
に
対
す
る
誹
謗

ひ

ぼ

う

中
傷
、
事
実
に
反
す
る
風
説
の
流
布

そ
の
他
の
嫌
が
ら
せ
と
な
る
言
動
で
あ
っ
て
、
日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る
思
想
の
自
由
、

表
現
の
自
由
等
に
配
慮
し
て
も
、
な
お
、
一
般
に
許
さ
れ
る
限
度
を
超
え
、
身
体
的
若
し

く
は
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
、
相
手
方
の
政
治
活
動
等
の
環
境
を
害
す
る
も
の 

２ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
地
方
議
会
」
と
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
を
い
う
。 



３ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
府
議
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
」
と
は
、
大
阪
府
議
会
議
員
選

挙
に
お
い
て
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
四
第
一
項
の
届

出
を
し
た
大
阪
府
議
会
議
員
（
以
下
「
府
議
会
議
員
」
と
い
う
。
）
の
候
補
者
及
び
府
議
会

議
員
の
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
を
い
う
。 

（
府
議
会
議
員
等
の
責
務)

 

第
三
条 

府
議
会
議
員
及
び
府
議
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
公
職
に
参
画
し
、
又
は
参

画
し
よ
う
と
す
る
者
と
し
て
高
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
個

人
の
尊
厳
を
不
当
に
傷
つ
け
、
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
政

治
活
動
等
に
お
け
る
自
ら
の
言
動
を
厳
し
く
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

府
議
会
議
員
及
び
府
議
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
る
言
動
を

行
っ
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
当
該
言
動
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
旨
を

指
摘
す
る
よ
う
努
め
る
等
、
率
先
し
て
大
阪
府
議
会
（
以
下
「
府
議
会
」
と
い
う
。
）
か
ら

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
よ
う
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。 

３ 

府
議
会
議
員
は
、
府
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
立
場
を
自
覚
し
、
常
に
、
か
つ
、
何
人

に
対
し
て
も
前
二
項
の
規
定
に
準
じ
た
行
動
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
府
民
の
責
務
） 

第
四
条 

府
民
は
、
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
府
内
の
地
方
議
会
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。 

（
啓
発
） 

第
五
条 

大
阪
府
議
会
議
長
（
以
下
「
議
長
」
と
い
う
。
）
は
、
府
内
の
地
方
議
会
に
お
け
る
政

治
参
画
へ
の
府
民
の
関
心
及
び
理
解
を
深
め
る
た
め
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
の
府
民
へ
の
啓
発

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
研
修
等
） 

第
六
条 

府
議
会
に
お
い
て
、
府
議
会
議
員
の
政
治
活
動
等
に
関
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が

発
生
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
府
議
会
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
、
府
議
会
議
員
、

大
阪
府
議
会
事
務
局
の
職
員
そ
の
他
議
長
が
必
要
と
認
め
る
者
に
対
す
る
研
修
を
実
施
す

る
も
の
と
す
る
。 

２ 

議
長
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
分
析
に
努
め
、
そ
の
成
果

を
前
項
の
研
修
に
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
人
材
の
育
成
等
） 

第
七
条 

議
長
は
、
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
議
会
に
お
け

る
審
議
を
体
験
す
る
機
会
の
提
供
、
地
方
議
会
の
活
動
に
対
す
る
関
心
を
深
め
こ
れ
に
必
要

な
知
見
を
提
供
す
る
講
演
会
等
の
開
催
の
推
進
そ
の
他
の
人
材
の
育
成
及
び
活
用
に
資
す

る
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
相
談
体
制
の
整
備
） 

第
八
条 

議
長
は
、
弁
護
士
そ
の
他
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
又
は
経

験
を
有
す
る
者
を
相
談
員
と
す
る
窓
口
を
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
す
る
。 

２ 

府
議
会
議
員
又
は
府
議
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
で
あ
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
被

害
を
申
し
立
て
る
も
の
（
以
下
「
申
立
人
」
と
い
う
。
）
は
、
議
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ



に
よ
り
、
相
談
員
に
対
し
、
当
該
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
被
害
の
継
続
又
は
再
発
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
（
以
下
「
被
害
防
止
措
置
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
当
該
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
相
談
事
案
へ
の
対
応
） 

第
九
条 
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
を
受
け
た
相
談
員
は
、
当
該
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
事
実
を
確
認
す
る
た
め
、
申
立
人
、
申
立
人
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
た
と
す
る
者
（
以

下
「
被
申
立
人
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
等
、
必
要
な
調
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

相
談
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
調
査
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
長
の
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
当
該
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
し
府
議
会
に
よ
る
被
害

防
止
措
置
が
必
要
と
相
談
員
が
認
め
る
場
合
に
お
い
て
申
立
人
が
求
め
る
と
き
は
、
当
該
相

談
員
は
議
長
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

相
談
員
は
、
受
け
た
相
談
が
前
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
と
き
、
又
は
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
調
査
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
申
立
人
に
対
し
申
立
人
が
自
ら
と
る
べ
き
措

置
、
行
動
等
に
つ
い
て
助
言
す
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
議
長
は
、
必
要
に
応
じ
、
他
の
相
談
員
そ
の
他
の

者
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

相
談
員
は
、
相
談
の
受
付
及
び
対
応
の
状
況
に
つ
い
て
、
議
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

議
長
は
、
本
条
の
規
定
に
基
づ
く
相
談
員
の
業
務
遂
行
の
自
由
を
保
障
し
、
相
談
員
は
、

当
該
相
談
事
案
に
関
す
る
秘
密
を
厳
守
す
る
と
と
も
に
、
相
談
に
関
す
る
業
務
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
申
立
人
及
び
被
申
立
人
の
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
そ
の
他
の
人
権
の
尊
重
に
つ

い
て
慎
重
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

相
談
員
は
、
本
条
の
規
定
に
基
づ
く
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
党
及
び

会
派
並
び
に
議
員
そ
の
他
の
関
係
者
の
干
渉
又
は
影
響
を
排
し
、
中
立
か
つ
公
平
に
当
該
業

務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
調
査
協
力
義
務
） 

第
十
条 

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
相
談
員
が
相
談
事
案
に
関
す
る
調
査
を
行
う
と
き
は
、

当
該
事
案
の
申
立
人
、
被
申
立
人
及
び
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
関
係
者
は
、
こ
れ
に
協
力
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
相
談
事
案
関
係
者
の
義
務
） 

第
十
一
条 

申
立
人
、
被
申
立
人
及
び
相
談
員
そ
の
他
の
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
相
談

に
関
わ
る
者
は
、
申
立
人
又
は
被
申
立
人
の
利
益
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
た
め
、
同
項
の
規

定
に
よ
る
相
談
を
行
い
、
又
は
相
談
が
行
わ
れ
て
い
る
旨
、
相
談
員
の
発
言
そ
の
他
相
談
内

容
に
関
す
る
事
項
を
公
に
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
反
し
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
が
正
当
な
理
由
な
く
公
に
な
っ
た
と
き
は
、

議
長
は
、
当
該
事
案
に
関
し
中
立
か
つ
公
平
な
観
点
か
ら
確
認
し
た
事
実
及
び
公
に
さ
れ
た

事
項
の
う
ち
事
実
に
反
す
る
も
の
を
公
表
し
、
又
は
当
該
相
談
業
務
を
中
止
し
、
若
し
く
は

停
止
す
る
等
、
申
立
人
の
意
向
を
確
認
し
た
相
談
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
申
立
人
又
は
被
申

立
人
の
正
当
な
利
益
を
守
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 



３ 

申
立
人
、
被
申
立
人
及
び
相
談
員
を
除
く
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
に
関
わ
る

者
は
、
相
談
事
案
に
関
し
相
談
員
を
介
さ
ず
直
接
交
渉
し
、
又
は
申
立
人
若
し
く
は
被
申
立

人
を
威
迫
す
る
等
、
相
談
員
の
業
務
の
公
正
な
遂
行
を
妨
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
被
害
防
止
措
置
等
） 

第
十
二
条 
議
長
は
、
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
員
の
報
告
又
は
同
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
る
他
の
相
談
員
そ
の
他
の
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、
当
該
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
し
府
議

会
に
よ
る
対
応
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
被
申
立
人
に
対
し
、
注
意
を
喚
起
し
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
し
な
い
よ
う
求
め
、
又
は
勧
告
す
る
等
の
被
害
防
止
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
議
長
、
副
議
長
及
び
議
会
運
営
委
員
の
所

属
す
る
各
会
派
か
ら
推
薦
さ
れ
た
議
員
各
一
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
以
下
「
協
議

会
」
と
い
う
。
）
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

議
長
は
、
被
申
立
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
応
じ
な
い
と
き
そ
の
他
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
被
害
の
継
続
又
は
再
発
を
防
止
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
協
議
会
の

議
を
経
て
、
相
談
の
内
容
、
調
査
結
果
及
び
前
項
の
措
置
に
関
す
る
事
項
の
全
部
又
は
一
部

を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

議
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
公
表
に
係
る
者
に
、

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
通
知
し
、
そ
の
者
又
は
そ
の
代
理
人
の
出
席
を
求
め
、
釈
明
及
び

資
料
の
提
出
の
機
会
を
与
え
る
た
め
、
意
見
の
聴
取
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
市
町
村
議
会
と
の
連
携
） 

第
十
三
条 

議
長
は
、
府
内
の
地
方
議
会
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
根
絶
す
る
た
め
、
府
内

市
町
村
議
会
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
の
た
め
の
活
動
の
支
援
、
協
働
そ
の
他
の
府
内

市
町
村
議
会
と
の
連
携
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。 

２ 

議
長
は
、
前
項
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
府
内
市
町
村
議
会
の
議
員
及
び
事
務
局
職
員

の
誰
も
が
参
加
で
き
る
研
修
を
府
内
市
町
村
議
会
と
連
携
し
て
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
す
る
。 

３ 

議
長
は
、
第
一
項
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
府
内
市
町
村
議
会
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
も
、
当
該
市
町
村
議
会
議
員
又
は
当
該
市
町
村
議
会
か
ら
相
談
員
に
対
し
相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
相
談
員
に
当
該
事
案
に
関
す
る
調
査
を
行
わ
せ
、
及
び
当
該
相

談
者
そ
の
他
当
該
市
町
村
議
会
の
関
係
者
に
対
す
る
必
要
な
助
言
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。 

４ 

議
長
は
、
市
町
村
議
会
議
員
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
旨
の
報
告
を
相
談
員
か
ら
受
け
た
と
き

は
、
当
該
市
町
村
議
会
議
員
の
承
諾
の
下
に
当
該
市
町
村
議
会
の
議
長
に
そ
の
内
容
を
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

第
十
条
の
規
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
調
査
に
準
用
す
る
。 

（
取
組
状
況
の
公
表
） 

第
十
四
条 

議
長
は
、
実
施
し
た
研
修
、
相
談
の
受
付
及
び
対
応
の
状
況
、
府
議
会
議
員
及
び

府
議
会
議
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
並
び
に
府
民
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
責
務
を
果
た
す
上
で
参

考
と
す
べ
き
事
例
等
、
こ
の
条
例
に
基
づ
く
取
組
の
状
況
を
随
時
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
議
長
の
職
務
代
行
） 

第
十
五
条 

議
長
が
申
立
人
又
は
被
申
立
人
と
な
っ
た
と
き
は
、
副
議
長
が
議
長
の
職
務
を
行



う
。 

（
協
議
会
の
構
成
員
の
除
斥
） 

第
十
六
条 

議
長
、
副
議
長
そ
の
他
の
協
議
会
の
構
成
員
は
、
申
立
人
又
は
被
申
立
人
と
な
っ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
議
事
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
協
議
会
の
同

意
が
あ
っ
た
と
き
は
、
会
議
に
出
席
し
、
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
委
任
） 

第
十
七
条 

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

議
長
が
別
に
定
め
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
第
二
項
及
び
第

九
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
五
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
こ
の
条
例
の
見
直
し
） 

２ 

議
会
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
条
例
の
規
定
内
容
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
こ
の
条
例
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。 



提 案 理 由 
 
政治分野における男女共同参画の推進は、政治に多様な民意を反

映させる観点から極めて重要である。諸外国では政治分野における

女性の参画が進んでいるが、我が国ではいまだ政治の場に女性の数

は少なく、諸外国との格差は広がるばかりである。 
そのような中、性別を問わず立候補や議員活動等をしやすい環境

整備等が必要であるとして、政治分野における男女共同参画の推進

に関する法律が改正されるとともに、国の実態調査において、様々

な形のハラスメント行為が、公平な政治参画への機会を阻害してい

る実態が示された。 
とりわけ地方議会にとっては、政治に多様な民意を反映させる観

点から、公平な政治参画への機会を確保することは極めて重要であ

り、早期の環境整備が必要である。 
このような理解の下に、府内全ての地方議会に関する議員による

ハラスメント又は議員若しくは議員になろうとする者に対するハ

ラスメントを根絶し、府内の地方議会における府民の政治参画を推

進することを目指し、本条例を制定するもの。 
 
 


